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令
和
七
年
度
も
、
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

各
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
願
い
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
教
育
活
動
を
推
進
し
て
き
た
こ

と
と
推
察
し
ま
す
。
校
長
先
生
方

を
中
心
に
、
確
か
な
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
時
期
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

経
営
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
成
果
や
成
長
を
感
じ
な
が

ら
、
来
た
る
新
年
度
に
向
け
た
方

向
性
に
つ
い
て
模
索
、
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

岩
手
県
小
学
校
長
会
の
活
動
に

お
き
ま
し
て
も
、
お
か
げ
さ
ま
で

順
調
な
事
業
推
進
に
よ
り
、
多
く

の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
各
校
の
校
長
先
生
方
、
役

員
の
校
長
先
生
方
の
ご
尽
力
と
、

関
係
各
位
の
皆
様
の
厚
い
ご
支
援

の
関
係
構
築
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
地
区
間
の
連
携
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
理
事
会
な
ど
で
の
情
報

交
換
の
場
に
お
い
て
、
課
題
や
研

修
等
の
取
組
を
共
有
す
る
時
間
を

大
切
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や

県
な
ど
の
情
報
を
い
ち
早
く
提
供

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
被
災
地
区

の
訪
問
で
は
、
吉
里
吉
里
小
学

校
、
山
田
小
学
校
、
気
仙
小
学
校

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
被
災
地
の
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
状
況
を
全
連
小
会
長
会
や
理

事
会
に
て
報
告
し
ま
し
た
。
全
連

小
に
は
、
本
県
の
状
況
を
理
解
い

た
だ
き
、
支
援
な
ど
国
へ
の
要
望

が
引
き
続
き
継
続
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

校
長
の
「
学
び
合
い
」
に
お
き

ま
し
て
は
、
東
北
連
小
秋
田
大

会
、
全
連
小
福
岡
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
大
会
に
参
加
さ
れ

た
校
長
先
生
方
か
ら
は
、
研
究
発

表
や
グ
ル
ー
プ
協
議
を
通
じ
、
他

県
の
情
報
や
多
く
の
知
見
を
得
ら

れ
た
こ
と
、
講
演
会
を
通
し
て
学

校
経
営
に
生
か
せ
る
新
た
な
視
点

や
刺
激
、
あ
る
い
は
元
気
を
得
ら

れ
た
こ
と
な
ど
、
大
変
好
意
的
な

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
大

会
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
、
各
地

区
に
還
元
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
六
十
回
目
の
記

念
大
会
と
な
る
県
研
究
大
会
和
賀

大
会
の
準
備
も
、
地
元
校
長
会
の

先
生
方
の
組
織
力
と
ご
尽
力
に
よ

り
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
本

研
究
大
会
の
一
層
の
充
実
を
全
会

員
と
共
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

県
内
各
校
に
お
い
て
欠
員
が
補

充
さ
れ
な
い
状
況
や
、
教
員
採
用

試
験
の
倍
率
低
下
な
ど
、
教
員
不

足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
身

近
で
感
じ
、
そ
の
瞬
間
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
の
魅

力
を
教
職
員
と
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
子
ど
も
の
笑
顔

と
共
に
教
職
員
の
笑
顔
も
増
や
す

こ
と
で
、
岩
手
の
教
育
を
つ
く

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
魅
力
あ
る

教
員
の
育
成
に
、
今
後
も
取
り
組

み
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
年
間
を
振
り
返
り
、
改
め
て

校
長
会
の
存
在
価
値
の
大
き
さ
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ク
マ
対

応
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

へ
の
対
応
な
ど
予
期
せ
ぬ
事
態
が

頻
発
す
る
中
、
校
長
の
判
断
や
実

行
力
が
ま
す
ま
す
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
お
互
い
に
支
え
合

い
、
職
務
の
遂
行
に
努
め
る
こ

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
つ
な
が
り

を
強
く
も
ち
、
未
来
を
担
う
岩
手

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を
合

わ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
一

年
を
振
り
返
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

⑴ 令和８年２月 20日

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
四
月
に
行
わ
れ

た
第
六
十
三
回
定
期
総
会
に
て
、

会
員
の
皆
様
と
、
「
創
意
に
満
ち

た
特
色
あ
る
学
校
経
営
の
推
進
」

「
教
職
員
一
人
一
人
が
各
自
の
力

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く

り
や
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推

進
」
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
校
長
と
し
て
、

校
長
同
士
や
各
関
係
機
関
と
の

「
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
、
教
職
員
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
「
学
び
合
い
、
学
び
続
け
る
こ

と
」
、
教
職
員
の
や
り
が
い
や
充

実
感
を
高
め
「
魅
力
あ
る
教
員
を

育
て
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

校
長
会
会
員
同
士
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
「
つ
な
が
り
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
内
各
地
区
、
県

及
び
国
、
さ
ら
に
は
、
被
災
地
と

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

岩
手
県
小
学
校
長
会

岩
手
県
小
学
校
長
会  

会
長
会
長  

川　
村　
憲　
弘

川　
村　
憲　
弘

祝祝    

教
育
者
表
彰

教
育
者
表
彰

　　
岩
手
県
小
学
校
長
会

岩
手
県
小
学
校
長
会

会
長
　

会
長
　
川
村
　
憲
弘

川
村
　
憲
弘
　
氏
　
氏

　

文
部
科
学
省
で
は
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
、
国
公
私
立
学
校

（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
）
の

校
園
長
や
教
員
を
対
象
に
、
学
校

教
育
の
振
興
に
特
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
方
を
称
え
、
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
十
二
月
三
日
、
令

和
七
年
度
教
育
者
表
彰
式
（
会
場

文
部
科
学
省
）
が
執
り
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
百
五
十
七
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
小
学
校
か
ら
は
、
岩
手
県

小
学
校
長
会
会
長　

川
村
憲
弘
氏

（
盛
岡
市
立
津
志
田
小
学
校
長
）

が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
小
林
副
大
臣
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
長
年
に
わ
た
り
教
育
の
向
上

発
展
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
す
る
心
か
ら
の
感
謝
の
意
と

共
に
、
今
後
の
一
層
の
御
活
躍
へ

の
期
待
が
受
賞
者
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
員
一
同
、
川
村
会
長
の
こ
れ

ま
で
の
本
県
の
教
育
へ
の
ご
功
績

に
対
し
ま
し
て
敬
意
を
表
す
る
と

共
に
、
こ
の
度
の
受
賞
に
心
か
ら

の
祝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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総　
務　
部

総　
務　
部

　

総
務
部
は
、
本
会
運
営
全
般
に
関

わ
る
企
画
・
立
案
及
び
庶
務
事
項
に

関
す
る
活
動
、
並
び
に
東
日
本
大
震

災
対
策
活
動
等
を
行
っ
た
。

一　
総
務
部
担
当
活
動　

①
理
事
会
・
評
議
員
会

○ 

第
一
回
理
事
会
・
第
一
回
評
議
員

会
（
四
月
十
八
日
）

・
本
年
度
の
組
織
構
成
等
の
確
認

○
第
二
回
理
事
会
（
六
月
九
日
）

・
第
六
十
三
回
総
会
の
反
省

・
全
連
小
、
東
北
連
小
理
事
会
報
告

・ 

東
北
連
小
秋
田
大
会
、
全
連
小
福

岡
大
会
に
つ
い
て

・ 

第
六
十
回
岩
手
県
小
・
中
学
校
長

研
究
大
会
和
賀
大
会
に
つ
い
て

○
第
三
回
理
事
会
（
九
月
十
二
日
）

・
全
連
小
・
東
北
連
小
関
係
報
告

・ 

第
六
十
回
岩
手
県
小
・
中
学
校
長

研
究
大
会
和
賀
大
会
に
つ
い
て

・
県
常
任
理
事
被
災
地
訪
問
報
告

○ 

第
四
回
理
事
会
・
第
二
回
評
議
員

会
（
十
一
月
十
四
日
）

・ 

全
連
小
・
東
北
連
小
対
策
・
教
育

課
程
調
査
研
究
報
告

・ 

全
連
小
理
事
会
、
同
福
岡
大
会
報

告
・ 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
・
被
災

校
等
視
察
報
告

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

各
部
の
活
動
報
告

各
部
の
活
動
報
告

令和８年２月 20日 ⑵

員
等
の
活
用
の
取
組
」
を
テ
ー
マ
に

協
議
。
（
九
月
二
十
六
日　

東
京

都
）

四　
東
北
連
小
対
策
委
員
会

　
「
各
県
に
お
け
る
今
年
度
の
対
策

活
動
や
要
望
活
動
の
取
組
状
況
」

「
震
災
復
興
及
び
防
災
に
係
る
人
的

措
置
、
施
設
・
設
備
、
教
材
等
の
整

備
状
況
」
「
教
員
不
足
の
状
況
と
そ

の
対
応
」
「
様
々
な
専
門
人
材
と
の

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
。

（
十
月
八
日　

秋
田
県
）

五　
活
動
報
告
書

　

令
和
七
年
度
行
財
政
対
策
委
員
会

活
動
報
告
書
を
作
成
。

六　
諸
会
議
の
開
催

　

行
財
政
対
策
委
員
会
（
五
回
）
、

行
財
政
担
当
理
事
・
地
区
行
財
政
担

当
者
・
行
財
政
対
策
委
員
合
同
会
議

（
二
回
）
を
開
催
。

（
行
財
政
部
長　

佐
々
木
寿
洋
）

研　
修　
部

研　
修　
部

　

研
修
部
は
、
学
校
経
営
の
充
実
に

寄
与
す
る
た
め
、
教
育
課
題
に
対
す

る
調
査
研
究
や
研
究
大
会
等
に
関
し

て
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

一　
会
議
の
開
催

　

・
地
区
研
修
担
当
者
会
議
二
回

　

・
調
査
研
究
特
別
委
員
会
二
回

　

・
調
査
研
究
委
員
会　
　

十
回

二　
調
査
研
究
活
動

①
岩
手
県
小
学
校
長
会
関
係

行
財
政
部

行
財
政
部

　

行
財
政
部
は
、
本
県
の
教
育
行
政

及
び
財
政
に
関
わ
る
調
査
並
び
に
要

望
に
関
わ
る
活
動
を
行
っ
た
。

一　
行
財
政
関
係
調
査

①
県
調
査

　
「
校
長
の
給
与
等
」
「
教
職
員
の

病
休
者
と
補
充
状
況
等
」
「
学
校
経

営
に
お
け
る
要
望
を
必
要
と
す
る
事

項
」
「
教
材
費
の
予
算
額
」
に
つ
い

て
実
施
。

②
全
連
小
調
査

　
「
教
職
員
定
数
改
善
等
」
「
教
育

環
境
整
備
等
」
「
教
員
養
成
」
「
働

き
方
改
革
・
処
遇
改
善
等
」
な
ど
に

つ
い
て
実
施
し
、
全
連
小
へ
回
答
。

二　
要
望
（
提
言
）
活
動

①
要
望
書
の
提
出

　

会
員
か
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に

「
本
県
義
務
教
育
の
充
実
振
興
に
つ

い
て
」
を
ま
と
め
、
県
教
育
委
員
会

へ
提
出
。
（
九
月
十
二
日
）

②
情
報
交
換
会

　
「
義
務
教
育
」
「
人
事
・
服
務
」

「
生
徒
指
導
」
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、
県
教
育
委
員
会
と
県
小
・
中
学

校
長
会
と
の
意
見
交
換
。

（
九
月
十
二
日
）

三　
全
連
小
対
策
委
員
会

　
「
特
別
部
会
の
答
申
や
改
正
給
特

法
を
踏
ま
え
て
、
働
き
方
改
革
や
処

遇
改
善
」
「
各
地
区
の
教
員
不
足
の

状
況
と
、
教
員
の
量
の
確
保
と
支
援

づ
く
実
施
計
画
、
活
動
反
省
等
の

協
議
・
各
部
活
動
状
況
の
共
有

二　
東
日
本
大
震
災
対
策
活
動

① 

東
日
本
大
震
災
対
策
特
別
委
員
会

の
開
催

○
第
一
回
（
六
月
九
日
）

・ 

令
和
七
年
度
東
日
本
大
震
災
対
策

特
別
委
員
会
の
計
画

○
第
二
回
（
十
一
月
十
四
日
）

・ 

一
関
市
立
川
崎
中
学
校
齋
藤
真
校

長
に
よ
る
復
興
・
防
災
に
関
わ
る

講
演
会

○
第
三
回
（
二
月
二
十
日
）

・ 

令
和
七
年
度
東
日
本
大
震
災
対
策

特
別
委
員
会
の
成
果
と
課
題

・
令
和
八
年
度
被
災
地
訪
問
計
画

② 

常
任
理
事
に
よ
る
被
災
三
地
区
視

察
及
び
地
区
校
長
会
等
と
の
被
災

状
況
等
の
情
報
交
換

③ 

全
連
小
理
事
会
で
の
被
災
地
の
状

況
説
明（

総
務
部
長　

金
野　

治
）

・ 

令
和
七
年
度
岩
手
県
教
育
委
員
会

へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

○ 

第
五
回
理
事
会
・
第
三
回
評
議
員

会
（
二
月
二
十
日
）

・ 

全
連
小
理
事
会
、
東
北
連
小
理
事

会
報
告

・ 

令
和
七
年
度
岩
手
県
小
学
校
長
会

収
入
・
支
出
決
算
（
中
間
）
報
告

・
令
和
八
年
度
行
事
予
定

② 
総
務
部
担
当
理
事
・
地
区
事
務
局

長
合
同
会
議

〇 

第
一
回
総
務
部
担
当
理
事
・
地
区

事
務
局
長
合
同
会
議

（
四
月
十
八
日
）

・
本
年
度
の
組
織
構
成

・ 

全
連
小
福
岡
大
会
、
東
北
連
小
秋

田
大
会
、
第
六
十
回
岩
手
県
小
・

中
学
校
長
研
究
大
会
和
賀
大
会
に

つ
い
て

○ 

第
二
回
総
務
部
担
当
理
事
・
地
区

事
務
局
長
合
同
会
議

（
一
月
二
十
三
日
）

・
本
会
会
務
、
中
間
期
決
算
報
告

・
令
和
八
年
度
行
事
予
定

・ 

令
和
八
年
度
第
六
十
四
回
総
会
開

催
関
係
依
頼
事
項
の
伝
達

・ 

各
地
区
校
長
会
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
交
流

③
常
任
理
事
会

・
年
間
十
一
回
開
催

・ 

今
年
度
の
活
動
方
針
と
計
画
に
基

被災地区視察訪問　気仙小学校
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指
導
課
長
に
よ
る
講
話
「
本
県
に

お
け
る
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
」

・  

生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
か
か
る

対
応
と
小
中
学
校
の
連
携
に
つ
い

て
情
報
交
換

③ 

生
徒
指
導
専
門
委
員
会
（
年
五

回
）

　

 

（
専
門
委
員
五
名
を
盛
岡
市
小
学

校
長
会
に
委
嘱
）

・
調
査
内
容
の
決
定

・
調
査
結
果
の
分
析
考
察
・
ま
と
め

・
活
動
の
反
省
と
次
年
度
方
針
協
議

　

（
調
査
項
目
及
び
内
容
の
検
討
）

二　
調
査
研
究
活
動

① 

研
究
主
題

　
「
生
徒
指
導
の
諸
問
題
に
か
か
る

調
査
研
究
」

（
調
査
対
象　

令
和
六
年
度
）

②
調
査
方
法

・ 

県
内
全
小
学
校
長
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

③
調
査
内
容

・
「
い
じ
め
」
問
題

・
「
不
登
校
児
童
」

・
「
少
年
非
行
」

・
「
学
級
経
営
上
の
諸
問
題
」

・
「
情
報
化
」

・
「
児
童
虐
待
」

・
「
震
災
の
影
響
」

④
調
査
の
ま
と
め

・ 

調
査
研
究
内
容
を
報
告
書
に
ま
と

め
、
年
度
末
に
配
付
。

（
生
徒
指
導
部
長　

武
藤
美
由
紀
）

⑶ 令和８年２月 20日

会
研
究
協
議
会
福
岡
大
会
（
十
月

十
六
日
・
十
七
日
）
は
福
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
。
本
県
二
十
七
名
を
含
め

全
国
か
ら
約
二
千
三
百
名
が
参
加
し

た
。
十
三
の
分
科
会
や
記
念
講
演
等

に
よ
り
、
全
国
の
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

（
研
修
部
長　

石
亀　

健
）

広
報
・
編
集
部

広
報
・
編
集
部

　

教
育
情
報
の
提
供
並
び
に
会
報
、

会
誌
の
編
集
、
発
行
等
に
関
す
る
活

動
を
行
っ
た
。

一　
「
会
報
」
の
発
行

①
第
三
二
二
号

　

・
岩
手
県
小
学
校
長
会
総
会

　

・
地
区
校
長
会
交
流
（
岩
手
）

　

・
教
育
課
題
へ
の
対
応
（
二
戸
）

　

・
役
員
等
紹
介　

他

②
第
三
二
三
号

　
「
学
び
の
専
門
職
と
し
て
の
﹃
働

き
や
す
さ
﹄
と
﹃
働
き
が
い
﹄
の
両

立
に
向
け
た
校
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
在
り
方
」
を
新
し
い
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
調
査
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

調
査
は
、
「
﹃
働
き
や
す
さ
﹄
に
係

る
現
状
及
び
今
後
の
工
夫
・
改
善
点

等
に
つ
い
て
」
「
﹃
働
き
が
い
﹄
に

係
る
現
状
及
び
今
後
の
工
夫
・
改
善

点
等
に
つ
い
て
」
の
二
点
に
重
点
を

置
い
て
調
査
項
目
を
作
成
し
、
グ
ー

グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。

　

本
年
度
は
、
調
査
結
果
の
ま
と
め

を
行
い
、
来
年
度
は
、
調
査
結
果
に

分
析
・
考
察
を
加
え
、
県
小
・
中
学

校
長
研
究
大
会
和
賀
大
会
に
お
い
て

研
究
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
全
国
連
合
小
学
校
長
会
関
係

　

全
連
小
の
計
画
に
よ
り
、
抽
出
校

に
依
頼
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

三　
研
究
大
会

①
第
六
十
五
回
東
北
連
合
小
学
校
長

会
研
究
協
議
会
秋
田
大
会
（
七
月
三

日
・
四
日
）
は
秋
田
市
で
開
催
さ
れ

た
。
本
県
百
三
十
四
名
を
含
め
東
北

六
県
か
ら
約
八
百
八
十
名
が
参
加
し

た
。
国
立
研
究
開
発
法
人
国
際
農
林

水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

の
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎
氏
に
よ
る
記

念
講
演
や
十
の
分
科
会
で
の
研
究
発

表
と
協
議
に
よ
り
、
日
々
の
学
校
経

営
に
資
す
る
多
く
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

②
第
七
十
七
回
全
国
連
合
小
学
校
長

　

・
東
北
連
小
秋
田
大
会

　

・
地
区
校
長
会
交
流
（
花
巻
）

　

・
教
育
課
題
へ
の
対
応

（
盛
岡
・
和
賀
）

　

・
事
務
局
日
誌
抄　

他

③
第
三
二
四
号

　

・
一
年
を
振
り
返
っ
て
（
会
長
）

　

・
全
連
小
福
岡
大
会

　

・
各
部
活
動
報
告

　

・
令
和
八
年
度
の
主
な
大
会

　

・
地
区
校
長
会
交
流
（
遠
野
）

　

・
教
育
課
題
へ
の
対
応
（
紫
波
）

　

・
事
務
局
日
誌
抄　

他

二　
「
北
奥
」
第
六
十
二
号
の
発
行

　

各
地
区
か
ら
四
十
三
名
の
会
員

に
、
「
随
筆
・
創
作
、
教
育
実
践
、

小
論
・
提
言
、
特
集
論
文
、
復
興
の

足
跡
」
の
執
筆
と
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン

や
挿
絵
の
協
力
を
得
て
発
行
し
た
。

三　
「
小
学
校
時
報
」
へ
の
執
筆

①
六
月
号
「
会
員
の
声
」

　

鈴
木
慎
校
長
（
白
山
小
）

②
九
月
号
「
各
県
校
長
会
の
動
き
」

　

三
浦
建
成
校
長
（
向
中
野
小
）

③
十
二
月
号
「
会
員
の
声
」

　

堀
井
秀
郷
校
長
（
大
船
渡
小
）

④
二
月
号
「
次
回
大
会
へ
の
期
待
」

　

 

村
田
浩
隆
県
小
学
校
長
会
副
会
長

（
仙
北
小
）

四　
全
連
小
Ｈ
Ｐ
へ
の
推
薦

①
特
色
あ
る
学
校

　

 

新
規
と
し
て
厨
川
小
、
大
原
小
を

推
薦

② 

写
真
で
見
る
学
校
紹
介
（
復
興
関

係
）

東北連小秋田大会講演講師　前野ウルド氏

　

新
規
と
し
て
小
袖
小
を
推
薦

五　
特
色
あ
る
研
究
校
便
覧

（
令
和
八
・
九
年
度
版
）

　

・ 

特
色
あ
る
研
究
校
と
し
て
六
校

を
推
薦
（
緑
が
丘
小
、
日
詰

小
、
八
重
畑
小
、
甲
子
小
、
岩

泉
小
、
種
市
小
）

六　
諸
会
議
の
開
催

　

広
報
・
編
集
専
門
委
員
会
を
五

回
、
担
当
理
事
・
地
区
広
報
担
当

者
・
専
門
委
員
の
合
同
会
議
を
二
回

開
催
し
た
。

（
広
報
・
編
集
部
長　

三
浦
建
成
）

生
徒
指
導
部

生
徒
指
導
部

　

生
徒
指
導
の
諸
問
題
に
か
か
る
調

査
の
実
施
及
び
児
童
の
健
全
育
成
の

推
進
を
図
る
た
め
に
、
各
地
区
小
学

校
長
会
や
県
中
学
校
長
会
と
連
携

し
、
次
の
活
動
を
行
っ
た
。

一　
会
議
の
開
催

① 

生
徒
指
導
担
当
理
事
・
専
門
委

員
・
地
区
生
徒
指
導
担
当
者
合
同

会
議

・
第
一
回　

四
月
十
八
日
（
金
）

　
　

年
間
活
動
計
画
の
確
認

・
第
二
回　

九
月
一
日
（
月
）

　
　

調
査
結
果
の
分
析

　
　

各
地
区
生
徒
指
導
の
情
報
交
換

②
小
・
中
生
徒
指
導
情
報
交
換
会

　

九
月
一
日
（
月
）

・ 
調
査
結
果
の
中
間
報
告
（
小
・
中
）

・ 
県
教
育
委
員
会
学
校
教
育
室
生
徒
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一　
は
じ
め
に

　

遠
野
市
校
長
会
は
、
遠
野
市
内

の
小
学
校
十
一
校
・
中
学
校
三
校

の
計
十
四
校
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

本
会
で
は
、
小
中
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
い

じ
め
・
不
登
校
対
応
、
危
機
管

理
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
学
校
運
営

協
議
会
制
度
な
ど
、
今
日
的
課
題

に
関
す
る
学
校
経
営
の
充
実
に
資

す
る
研
修
を
、
年
間
六
回
程
度
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
の
取
組
を
踏
ま

え
、
本
年
度
は
、
働
き
方
改
革
の

推
進
や
児
童
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
に
向
け
た
方
策
を

共
有
し
、
校
長
間
で
意
見
を
交
わ

す
時
間
を
確
保
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
研
修
内
容
の
一
層
の
充

実
に
努
め
、
会
員
相
互
の
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

二　
研
修
計
画
の
概
要

　

本
年
度
の
遠
野
市
校
長
会
の
研

修
は
、
学
校
経
営
の
充
実
を
図
る

た
め
、
全
体
及
び
部
会
に
お
い
て

次
の
内
容
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

①
学
校
経
営
上
の
課
題
に
応
じ
た

レ
ポ
ー
ト
（
話
題
提
供
）
を
基
に

し
た
研
究
協
議

②
職
場
づ
く
り
や
職
員
指
導
に
関

す
る
事
例
を
用
い
た
研
修

③
東
北
連
小
・
全
連
小
校
長
研
究

大
会
へ
の
参
加
と
伝
講

④
小
・
中
部
会
で
の
主
題
研
究

（
令
和
七
年
度
東
北
連
小
秋
田
大

会
・
令
和
八
年
度
県
大
会
へ
の
取

組
）

⑤
危
機
管
理
、
特
別
支
援
教
育
、

働
き
方
改
革
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な

ど
、
必
要
に
応
じ
た
研
修

　

研
修
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
学
び
の
深
化
を
図
る
た
め
、

次
の
点
を
運
営
の
柱
と
し
て
い
ま

す
。

①
学
校
会
場
の
際
に
は
、
授
業
参

観
・
校
舎
見
学
に
加
え
て
学
校
経

営
説
明
を
行
う
こ
と

創
意
と
協
働
の
学
校
経
営
の
も
と
、
生
き
生
き
と
学
び
、

将
来
へ
の
夢
を
拓
く
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て

遠
野
地
区
小
中
学
校
長
会

地
区
校
長
会
研
究
交
流

地
区
校
長
会
研
究
交
流

②
研
修
の
中
で
一
、
二
回
は
今
日

的
課
題
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施

す
る
こ
と

③
隔
年
で
管
外
視
察
研
修
を
行
う

こ
と
（
今
年
度
は
実
施
）

　

さ
ら
に
、
市
校
長
会
議
後
に
は

情
報
交
換
会
や
中
学
校
区
連
絡
会

を
随
時
開
催
し
、
研
修
に
関
す
る

取
組
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
っ

て
い
ま
す
。

三　
小
学
校
部
会
の
主
題
研
究

　

小
学
校
部
会
で
は
、
特
別
支
援

教
育
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、

「
校
長
の
役
割
」
「
組
織
的
な
支

援
体
制
」
「
関
係
機
関
と
の
連

携
」
を
軸
に
主
題
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
研
究
は
三
年
目
を
迎

え
、
本
年
度
は
東
北
連
小
秋
田
大

会
で
の
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
研
究
テ
ー
マ
の
共

通
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
重
視

し
、
各
校
の
事
例
協
議
に
加
え
、

特
別
支
援
学
校
副
校
長
に
よ
る
講

演
や
市
子
育
て
支
援
課
と
の
連
携

に
よ
る
研
修
な
ど
、
多
様
な
学
び

の
機
会
を
設
け
、
研
究
の
基
盤
を

丁
寧
に
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
秋
田
大
会
で
の
発

表
を
通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
と
課

題
を
整
理
し
、
次
年
度
の
研
究
大

会
に
つ
な
げ
る
た
め
、
内
容
の
再

構
成
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
次
年
度
へ

の
展
望
を
踏
ま
え
、
そ
の
概
要
を

ま
と
め
ま
す
。

教
育
課
題
領
域
【
自
立
と
社
会

性
】

◆
研
究
主
題

　
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
・
推

進
に
向
け
た
学
校
経
営
の
在
り
方

~
適
切
な
支
援
を
組
織
的
に
行
う

た
め
の
校
長
の
役
割
と
指
導
性

~
」

◆
研
究
の
ね
ら
い

　

特
別
支
援
に
つ
い
て
の
各
校
の

実
態
や
課
題
を
踏
ま
え
適
切
な
支

援
を
組
織
的
に
行
う
た
め
の
校
長

の
役
割
と
指
導
性
を
明
ら
か
に
す

る
。

◆
研
究
の
経
緯

①
一
年
次
（
令
和
五
年
度
）

　

ア
実
態
と
課
題
の
把
握

　

イ
研
究
の
方
向
性
の
確
認

　

ウ 

課
題
解
決
に
向
け
た
校
長
の

果
た
す
べ
き
役
割
の
確
認

②
二
年
次
（
令
和
六
年
度
）

　

ア
各
校
で
の
実
践
と
考
察

　

イ
校
長
研
修
会
で
の
学
習
会

　

ウ
市
内
専
門
機
関
の
視
察
研
修

　

エ 

課
題
解
決
に
向
け
た
校
長
の

役
割
の
確
認
・
共
有

③
三
年
次
（
令
和
七
年
度
）

　

ア
専
門
機
関
と
実
践
の
共
有

　

イ
研
究
発
表
に
よ
る
提
言

　

ウ
研
究
内
容
の
再
構
成
と
検
討

◆
研
究
の
ま
と
め

①
成
果

　

ア 
本
市
の
支
援
体
制
と
関
係
機

関
の
実
態
を
整
理
し
、
全
体

像
を
共
有
で
き
た
。

　

イ 

連
携
の
具
体
と
校
長
の
役
割

を
明
確
に
し
、
指
導
性
の
向

上
に
つ
な
げ
た
。

　

ウ 

研
修
で
教
職
員
の
専
門
性
を

高
め
、
支
援
の
基
盤
を
整
え

た
。

②
課
題

　

ア 

寄
り
添
う
支
援
の
た
め
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
深

め
る
こ
と
。

　

イ 

指
導
性
向
上
に
向
け
、
校
長

の
専
門
性
・
識
見
を
高
め
る

こ
と
。

四　
終
わ
り
に

　

今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
確
か
め
な
が
ら
次
年
度
に
つ
な

が
る
学
び
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
研
究
を
重
ね
る
中

で
、
会
員
相
互
の
視
点
が
そ
ろ

い
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向

け
た
組
織
と
し
て
の
一
体
感
が
一

層
強
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
よ

り
よ
い
支
援
と
学
校
経
営
の
充
実

に
向
け
て
、
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
取
組
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
遠
野
市
立
小
友
小
学
校

照
井　

宗
克
）
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新
聞　

プ
ラ
ス
日
報
」
を
導
入

し
、
読
解
力
、
情
報
活
用
能
力
を

育
成
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
情
報
の
収
集
・
整
理
・
比

較
・
発
信
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
学

び
、
論
理
的
な
思
考
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

六 　
対
話
の
温
も
り
を
促
進
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
個
別
最
適
な

学
び
に
適
し
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校
で

大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
対
話
の

温
も
り
」
で
あ
り
ま
す
。
電
子
黒

板
に
映
し
出
さ
れ
た
図
形
を
指
さ

し
な
が
ら
、
身
を
乗
り
出
し
て
議

論
す
る
子
ど
も
た
ち
、
す
べ
て
の

子
ど
も
の
思
考
を
授
業
に
生
か
す

教
員
、
デ
ジ
タ
ル
は
決
し
て
人
を

孤
独
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人

と
人
を
よ
り
深
く
つ
な
ぐ
た
め
の

架
け
橋
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

（
矢
巾
町
立
矢
巾
東
小
学
校

佐
藤　
　

啓
）

一　
授
業
改
善
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
授
業
改
善
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
理
想
的
な
授
業
の

姿
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

四
十
五
分
の
授
業
の
中
で
、
ど
ち

ら
も
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
イ
メ
ー

ジ
が
な
か
な
か
つ
か
め
な
い
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
や
研
修
は

行
う
も
の
の
授
業
の
中
で
ど
ち
ら

も
取
り
入
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
論
点
整

理
に
お
い
て
も
、
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
装
」
「
多

様
性
の
包
摂
」
「
実
現
可
能
性
の

確
保
」
の
三
つ
の
方
向
性
が
示
さ

れ
、
併
せ
て
情
報
活
用
能
力
の
抜

本
的
向
上
も
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
今
後
も
授
業
改
善
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
を
一
体
的
に
研
究
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
令
和
七
年
度
に
矢

巾
町
教
育
研
究
所
の
授
業
改
善
発

表
会
の
授
業
提
供
校
と
な
り
、
算

数
科
に
お
け
る
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
育
成
に
関
す
る
授

業
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
取
組
の
様
子
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

二　
「
思
考
の
可
視
化
」

　

授
業
の
中
で
思
考
し
た
こ
と
を

発
表
す
る
の
は
発
言
す
る
こ
と
が

得
意
な
子
が
中
心
に
な
り
が
ち
で

し
た
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子
黒

板
で
共
有
画
面
を
活
用
す
る
こ
と

で
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
こ
と

に
慎
重
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
思

考
が
瞬
時
に
可
視
化
さ
れ
、
多
様

な
考
え
を
画
面
上
で
比
較
検
討

し
、
互
い
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

合
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
学
び

の
深
ま
り
が
顕
著
に
な
り
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
型
電
子
黒

板
が
各
学
級
に
導
入
さ
れ
、
黒
板

ス
ク
リ
ー
ン
に
書
き
込
み
、
思
考

の
プ
ロ
セ
ス
が
共
有
さ
れ
ま
し

た
。
「
自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
」
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が

り
、
他
者
の
考
え
を
取
り
入
れ
て

自
分
の
思
考
を
再
構
築
し
、
協
働

的
な
学
び
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

三　
指
導
主
事
か
ら
の
学
び

　

授
業
実
践
発
表
会
に
向
け
て
の

一
学
期
の
授
業
研
究
会
、
当
日
の

指
導
案
に
つ
い
て
盛
岡
教
育
事
務

所
の
指
導
主
事
の
先
生
方
に
直
接

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
算
数

科
の
授
業
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果

的
な
活
用
に
つ
い
て
時
間
を
か
け

て
じ
っ
く
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
契
機
と
な

り
、
学
年
・
学
団
で
一
緒
に
教
材

研
究
す
る
雰
囲
気
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
し

た
。
電
子
黒
板
の
活
用
の
仕
方
が

得
意
な
先
生
か
ら
学
ぶ
校
内
Ｏ
Ｊ

Ｔ
が
自
発
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

四 　
矢
巾
町
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
の

活
用

　

矢
巾
町
で
は
月
に
一
回
、
本
校

を
会
場
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ー

ム
ブ
ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
講

師
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
夏
季
休
業
中
の
教
育
研
究

所
の
研
修
会
は
全
教
職
員
が
参
加

し
、
い
く
つ
か
の
教
育
課
題
に
つ

い
て
研
修
し
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
電
子
黒
板
の
導
入
時
、
ま

た
、
本
校
の
希
望
で
開
催
し
た

「
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研
修
」
に
も
講

師
が
派
遣
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
学
ぶ

教
育
環
境
を
教
育
委
員
会
が
強
力

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
こ

と
は
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

五 　
学
力
分
析
か
ら
育
て
た
い
力

を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

　

矢
巾
町
で
は
小
学
校
・
中
学
校

と
も
に
標
準
学
力
テ
ス
ト
五
教
科

と
知
能
検
査
を
令
和
六
年
度
か
ら

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
授
業
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。
本
校
で
は

ど
の
教
科
で
も
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が
明
確
と
な
り
、
授
業
改
善
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
授
業
改
善

に
生
か
す
ツ
ー
ル
と
し
て
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｒ

Ｔ
の
結
果
を
基
に
し
て
最
適
な
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
も
で
き
ま
す

し
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
進
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
よ
い
活
用
方
法
を

講
師
を
招
聘
し
て
学
ぶ
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
解
力

に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
電
子

紫波地区小学校長会（矢巾東小学校の実践から）

新たな教育課題への対応新たな教育課題への対応
ICTがつなぐ授業改善と

人の温もり
～学力分析とICT活用による

主体的な学びを目指して～
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第
七
十
七
回
全
連
小
校
長
会
研

究
協
議
会
福
岡
大
会
が
、
十
月

十
六
日（
木
）・
十
七
日（
金
）の

二
日
間
に
わ
た
り
、
福
岡
サ
ン
パ

レ
ス
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
か
ら
二
千
三
百
名
を
超

え
る
小
学
校
長
が
参
加
し
、
岩
手

か
ら
は
二
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
行
事
に
お
い
て
、
松
原
修

全
国
連
合
小
学
校
長
会
長
は
、

「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
り
続

け
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
き
合
い

に
出
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

基
本
的
な
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
学
び
の
在
り
方
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
実

現
の
た
め
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
語
り
、

本
大
会
で
の
学
び
や
出
会
い
が
明

日
か
ら
の
学
校
経
営
に
新
た
な
風

を
吹
き
込
み
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
挨
拶
し
た
。

　

ま
た
、
松
本
剛
大
会
実
行
委
員

長
は
、
大
会
副
主
題
に
掲
げ
た

「
志
を
も
ち
多
様
な
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
次
代
を
創
る
人
財
を
育

む
学
校
経
営
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
そ
の
意
義
を
語
り
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
課
題
、
学
校
経
営
の
在

り
方
に
資
す
る
充
実
し
た
大
会
と

な
る
よ
う
期
待
す
る
と
述
べ
た
。

　

開
会
行
事
の
後
は
、
文
部
科
学

省
主
任
視
学
官
・
田
村
学
氏
に
よ

る
講
話
が
行
わ
れ
た
。
次
期
学
習

指
導
要
領
に
向
け
た
検
討
が
進
む

中
、
先
般
ま
と
め
ら
れ
た
論
点
整

理
か
ら
、「
多
様
な
子
ど
も
た
ち

の
深
い
学
び
を
確
か
な
も
の
に
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
意
識
し
な

が
ら
、
大
会
を
通
じ
て
改
訂
の
方

向
性
も
視
野
に
入
れ
た
論
議
が
必

要
で
あ
る
と
述
べ
た
。そ
の
た
め
、

学
習
指
導
要
領
の
構
造
化
、
柔
軟

な
教
育
課
程
の
編
成
、
探
究
の
質

的
向
上
、
学
習
評
価
と
い
っ
た
四

点
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
、
最
優

先
事
項
と
な
る
「
資
質
・
能
力
の

育
成
」、「
駆
動
す
る
知
識
」、「
デ

ジ
タ
ル
の
利
活
用
」、「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に

し
た
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
の
後
、
福
岡
国
際
会
議

場
を
含
む
十
三
会
場
に
分
か
れ
、

研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
分
科
会
が
開

催
さ
れ
た
。
全
国
二
十
六
地
区
か

ら
貴
重
な
実
践
発
表
が
あ
り
、
そ

れ
を
も
と
に
熱
心
な
研
究
協
議
が

行
わ
れ
た
。
特
に
も
、
本
大
会
に

お
い
て
は
、
研
究
協
議
後
に
、
日

本
教
育
経
営
学
会
、
福
岡
県
教
育

委
員
会
の
先
生
方
か
ら
、
発
表
内

容
に
基
づ
い
た
指
導
助
言
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
具
体
的
な
価
値

付
け
と
な
る
と
共
に
、
分
科
会
全

体
の
ま
と
め
に
つ
な
が
る
な
ど
、

参
会
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

く
、
有
意
義
な
分
科
会
と
な
っ

た
。

　

二
日
目
は
、
全
体
会
の
後
、
講

演
テ
ー
マ
「
志
す
」
と
題
し
て
、

聖
家
族
贖
罪
聖
堂
彫
刻
家
で
あ
る

外
尾
悦
郎
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
外
尾
氏
は
福
岡
出
身
で
あ

り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
ア
ン
ト

ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
が
手
掛
け
た
サ
グ

ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
彫
刻
家
と

し
て
名
高
い
。
外
尾
氏
の
生
き
方

や
考
え
方
は
、
当
地
福
岡
の
教
育

界
が
大
切
に
し
、
大
会
副
主
題
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
「
志
」
と

相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
「
ふ
る

さ
と
を
強
く
も
つ
も
の
は
、
い
く

ら
で
も
遠
く
へ
行
け
る
」
と
の
信

念
の
も
と
、
四
十
七
年
間
、
サ
グ

ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
関
わ
り
続

け
、
ガ
ウ
デ
ィ
が
求
め
て
き
た
も

の
に
向
き
合
い
続
け
て
き
た
氏
に

と
っ
て
の
オ
リ
ジ
ン
が
故
郷
福
岡

で
あ
る
こ
と
が
語
り
口
か
ら
伝

わ
っ
て
き
た
。
私
た
ち
校
長
に
向

け
て
、
「
学
校
を
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
故
郷
に
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
喜

び
、
感
謝
し
、
許
す
こ
と
、
多
様

性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
教
育
と
は
共
生
で
あ

る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

二
日
間
、
多
様
な
視
点
か
ら
学

び
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

機
会
と
な
っ
た
大
会
と
な
っ
た
。

（
文
責　

広
報
・
編
集
部
長

三
浦　

建
成
）

大会1日目　分科会協議 大会1日目　開会行事

大会2日目　外尾氏講演

第77回第77回
全国連合小学校長会全国連合小学校長会

研究協議会研究協議会福岡大会福岡大会
～自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな～自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな
　社会を創る　日本人の育成を目指す小　社会を創る　日本人の育成を目指す小

学校教育の推進～　　　　　　　　学校教育の推進～　　　　　　　　
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【令和８年度　第64回岩手県小学校長会定期総会】
１　期　　日　令和８年４月17日（金）
２　場　　所　盛岡市都南文化会館（キャラホール）
３　主な内容　 感謝状贈呈　行政説明　被災地状況報告　総会　第１回理事会・評議員会合同会議　各部担当

理事・地区担当者・専門委員合同会議
４　日　　程

【第66回東北連合小学校長会研究協議会　宮城大会】
１　期　　日　令和８年７月２日（木）、３日（金）
２　場　　所　東京エレクトロンホール宮城　他
３　主　　題　「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る日本人の育成を目指す小学校教育の推進」
４　副 主 題　「夢をはぐくみ　志に高め　ともによりよい未来を創造する子どもを育てる学校経営」
５　日　　程

【第60回岩手県小・中学校長研究大会　和賀大会】
１　期　　日　令和８年10月９日（金）
２　場　　所　北上市文化交流センター　さくらホールfeat.ツガワ　北上市立上野中学校
３　主　　題　「未来を拓き　豊かな社会を創造する子どもを育てる岩手の教育」
４　副主題（小学校） 「郷土を愛し　主体的・協働的に学び　夢と未来を切り拓く子どもを育てる学校経営の推進」
５　日　　程

【第78回全国連合小学校長会研究協議会　北海道大会】
１　期　　日　令和８年10月１日（木）、２日（金）
２　場　　所　札幌コンベンションセンター　他
３　主　　題　「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る　日本人の育成を目指す小学校教育の推進」
４　副 主 題　 「ふるさとに誇りと愛着をもち　ともに未来社会の創造に挑戦する子どもを育てる学校経営の

推進」
５　日　　程

12:00 12:30 14:00 15:00 15:15 16:00

受付

・役員選考委員会

・大会宣言起草委員会

総会１

開会 行政説明

被災地報告

総会２

議長選出 報告・議事

新役員挨拶 閉会

第１回理事会・

評議員会合同会議

各部担当理事・地区
事務局長・地区担当者・
専門委員合同会議

12:30 13:30 14:30 16:30 17:00

受付

【
一
日
目
】【

二
日
目
】

【
一
日
目
】
【
二
日
目
】

開会行事・
全体会

記念講演 閉会行事
分科会
打合せ

8:30 9:30 12:00

受付
分科会

（研究協議会）
閉会

9:00 10:15    11:00 12:00    13:15 13:35     15:35

受付
アトラクション

開会
行事

講話
昼食

（移動）
全体研究
発表

分科会研究協議

8:00 9:15 10: 15 11:05 11: 45 13: 45 16:50 

受付 開会式
文部科学省
講話

全体会
移動
昼食

分科会

8:00 9:15 9:45 11:40 12:00

受付 全体会 講演 閉会式 教育視察研修

16：10

（小・中別分科会）閉会行事含む

⑺ 令和８年２月 20日

令和８年度大会等のお知らせ
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編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

令和８年２月 20日 ⑻

事務局日誌抄事務局日誌抄

　

校
長
会
会
報
も
最
終
号
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
七
年
度
も
各
部
に
お
い

て
精
力
的
に
活
動
が
進
め
ら
れ
、
学

校
経
営
の
推
進
、
研
修
の
充
実
、
組

織
運
営
の
見
直
し
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
対
し
一
歩
ず
つ
確
か
な
前
進
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
各
部
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
活
動
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
現
場
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
広
が
る
中
で
も
、

子
ど
も
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
「
人

の
温
か
さ
」
が
学
び
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
紫
波
地
区
校
長
会
の
実
践
か

ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
つ
つ
、
「
聞
く

こ
と
」
「
話
す
こ
と
」
の
学
び
を
基

盤
と
し
た
表
現
力
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
校
長
会
会
員
の
強
い

つ
な
が
り
を
も
と
に
し
た
学
び
合
い

を
進
め
な
が
ら
、
岩
手
の
教
育
を
更

に
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
間
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（

広
報
・
編
集
部　

佐
藤　

修
）

10月８日　東北連小対策委員会（秋田市・秋田市民交流プラザ）佐々木部長出席
　　　　　東北連小第２回教育課程委員会（秋田市・秋田市民交流プラザ）石亀部長出席
　　15日　全連小第251回理事会（福岡・福岡国際会議場）川村会長、金野部長出席
16～17日　第77回全国連合小学校長会研究協議会福岡大会（福岡・福岡国際会議場他）参加者27名
　　28日　第４回行財政対策委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　　　　全連小人権教育委員会（東京・全連小事務局）武藤部長出席
　　29日　第７回常任理事会（校長会事務局）
11月10日　「いわて教育の日」のつどい（トーサイクラッシックホール岩手）
　　14日　第４回理事会・第２回評議員会合同会議（都南公民館）
　　　　　第２回東日本大震災対策特別委員会（都南公民館）
　　19日　第３回広報・編集委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　26日　第４回生徒指導委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　27日　第７回調査研究委員会（盛岡市勤労福祉会館）
12月５日　第５回行財政対策委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　９日　全連小人権教育委員会（東京・全連小事務局）武藤部長出席
　　10日　第４回広報・編集委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　12日　第８回常任理事会（校長会事務局）
　　15日　第８回調査研究委員会（盛岡市勤労福祉会館）
１月５日　岩手県教育関係者「新年を祝う会」（サンセール盛岡）
19日　第２回広報・編集部担当理事・地区担当者・専門委員合同会議（盛岡市勤労福祉会館）
21日　全連小基金管理運営委員会（東京・全連小事務局）佐々木部長出席
23日　第２回総務部担当理事・地区事務局長合同会議（盛岡市勤労福祉会館）
26日　 第２回研修部担当理事・地区研修担当者・第２回調査研究特別委員会・第９回調査研究委員会合同

会議（盛岡市勤労福祉会館）
２月２日　第９回常任理事会（校長会事務局）

６日　東北連小第３回理事会・研修会（秋田市・メトロポリタン秋田）川村会長・村田副会長出席
９日　第２回行財政部担当理事・地区行財政担当者・対策委員合同会議（盛岡市勤労福祉会館）
　　　第10回調査研究委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　　第５回広報・編集委員会（盛岡市勤労福祉会館）
　　　第５回生徒指導委員会（盛岡市勤労福祉会館）

12～13日　全連小第252回理事会（東京・KKRホテル東京）川村会長、金野部長出席
20日　第５回理事会・第３回評議員会合同会議（盛岡市勤労福祉会館）
　　　第３回東日本大震災対策特別委員会（盛岡市勤労福祉会館）

３月２日　岩手県小学校長会会計監査（盛岡市勤労福祉会館）
４日　東北連合小学校長会会計監査（秋田市・秋田拠点センターアルヴェ）三浦部長出席
６日　第10回常任理事会（校長会事務局）
23日　第11回常任理事会（校長会事務局）

（令和７年10月以降）


